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正 強大から
極弱大まで
の調整自由

②強火から極弱火まで

③目′づまりしにくい
バーナーヘッド方式で

④鍋底を包|み込む炎で

織摯率バツグン
⑤和・洋1申、料理内容を
問わない広い用選

除がカンタン
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種別 消費量 力ロリー(パイロット含む)

13A 046市 /h 5,1 50kcal/h(5 9kw)

LP 0 44kg'h 5,320kcal/h(6 1kw)

※平型 コ トクのみ

種別 消費量 力ロリー

13A 082ボ ′h 9,1 00kcal/h(10 6kw)

LP 0 70kg′ h

※平型コ トクあり

(写真は立型コ トク)

種 別 消費量 力ロリー

13A 142市 /h 15,600kca1/h(18 1kw)

1 20kg/h '14.500kca|/h ( 1 6.9kw)

※平型コ トクあり

(写真は立型コ トク)

種別 消費量 力ロ リー

13A 1 42 nnlh 15,600kcal/h(18 1kw)

LP 1 20kg′ h 14,500kcal/h(16 9kw)

※立型コ トクあり

(写真は平型コ トク)

種 別 消費量 力ロリー

13A 1851,/h 20,400kca1/h(23 7kw)

LP 1 66kg`h 20.300kcal/h(23 6kw)

注)各バーナー本体は、FGB型とは異なります (写真
次′
べく―ジ参照 )

×特立型コ トクのみ

注)コンロ型での使用寸胴鍋寸法はコ トク外径寸法
プラス30mmま での鍋をご使用下さい。

※ホースエンド 13A 13 0mm
LPG 9 5mm

FG-11ま 13A、 LPG共 に9 5mm

ゴ トク
つゆ受皿

火皿

換吸器

パイロット

下枠

インジェクター

親子 コック

FC‐ 1′ FC‐ 2
共 通

FG12||

FC口35 ゴトク仕様一覧

平ゴトク 立コ トク 特立ゴトク

FG-1 ○

FG-2 ○ ○

FG-3s ○ ○

FG-3 ○ ○

FG-4 ○

FC‐ 3′ FC‐ 4
共 通

部 品

名称図

ゴ トク
火皿

換吸器

Pコ ック

下枠

インジェクター

パイロッ ト

メインコック 前管

FG14

□
部 品

名称図

B,500kca/h l1okw)

LP

ヽ
ヽ
ヽ



コンロ型本体 釜土型

晰愈慇⑮闊瞼魃

注)全長寸法は固定寸法です。

FG型 気化管
♂

注)全長寸法の特注も承ります。
但 し、多少の力ロリー変更

が必要となります。
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「

種 別 消費量 力ロリー

13A 2 85nn′ h 31,400kcarh(36 5kw)

LP 2 62kB′ h 31,500kcal/h(36 6kw)

FGB口5カロリー表
ネ
ジ
付
き

な

し

注)FGB-5、 FGR-5共 にネジなし

MIR餃凩炒馘

骰文閻麒痣
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FGR(レンジ型)(ネジ付き)

鰈踵瞼塁卜憑舅

314¨ ネン

1''ネ ジ 1''7ジ

||||I        F10型書部品     |||||||||||||||||||||‐‐‐‐|‐ |||||||||

◎火皿 ◎つゆ受皿

■コ回目彊□ 麗日麗鷹

230φ

295φ

FG‐ 3用 (小 )共通

FG‐ 4用 (小 )共通

FGR… 1 FGR-2 FGR‐3 FGR-4

3/4口寸 1口寸 3/4口寸、 1 口寸 1 口寸、 1 日寸

◎前管セット

■亜回田

240φ

◎コックセット

脅FGRのネジ径

|‐IF金・1:爵lT

〓
理
機
ぽ
　
笙
華
一簿鞭
〓
　
Ｌ
■
口
Ｆ
　
無
¨̈朧
¨̈一″一一””′
　

・ヽヽ
¨̈一ヽ̈̈
一一̈一̈一一̈一̈一̈一̈・
　
〓
一一， 一一″一一一一̈一ヽ一一Ｆ
　

・臨一̈一̈̈一一一霧
霧
）″
　

』
一一一一̈”一一一一一″一・
　

ヽ^
一̈一一一一一̈一一一̈一一一一一一一一̈̈̈
¨ヽ
　

・̈ヽ
一̈一一一一̈一一難
一野
ｒ
　

，一一， 一一一̈一一一一一一一奪
一一”̈”　

・̈一一̈一機
一́́́̈
″́″″　

２
一一一一̈一一́̈̈
一̈一”一一一̈一̈・
　

・籍
脇̈
鐵̈
一一響
・　

・漁
一一， 一̈一一̈一̈一̈〓
　

驚ヽ一̈̈一一一一釜
〓
・　

・″
盗
〓
一ｒ
　

●
一̈一五一一一一一^

颯吻炒炒囃閂躊

126φ

:0‐2用|FCr」

FG二 |



● コンロ

û
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◆目づまりの心配ご無用ノ

(中火皿の取 りはずし自由。

◆掃除簡単ノ

(中調理時間がスピー ドアップ/

特許出願済
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鷹菫握文痣
※ホースエン ド 13A

LPG
13 0mm

9.5mm

セ ット
kg/h

066

kcal/h

8,100

(9 4kw)本  体

注)コンロ型での使用寸胴鍋寸法はコ トク外径寸法プラス30 mmま での鍋をご使用下さい。

］
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ｒ Ю
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寸 法 13A | LPG
外  径 奥  行 高  さ 消費量 力国リー 消費量 力 ロ リー

mml mml mm

330 520   1   130

250 105

rγ /ゞh

077

kcal/h

8,400

(9 8kw)

パイロット 前管気化管 (内部・・。インジェクター
Pコック

330ワイ

ドンブリ

火皿

メインコック

ホースエンド

250

485
■火皿の取りはずしは、簡単にできます
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ハイパワー・釜土型
※ホースエンド

13A 13 0mm
LPG  9 5mm

Sゐ 27,000 kca1/h(31 4kw)

口因ヨ

匹憂目

415

520

一雛
・ 〇

〇
Ｎ

36.000 kcal/h(42 0kw)

〇
〇

∞

45,000 kcal/h(523k'ぃ′)

※点火棒セットは別売です。

560

特長
1.ス リット型炎回のソフトな炎
2,M型・L型の2タイプ。
3.本数セットは自由選択
4.火力調整・ON・ OFF方式
用途

各種乾燥が、ライン式過熱炉、
オーブン

〇
〇

∞

「
　
　
」は
攀

注)①コンロ型での使用寸胴鍋寸法はコトク外径寸法
プラス30mmま での鍋をご使用下さい。
②火力調整・ON・ OF方式とろ火は使用できません。

じ
０

り

種 別 消費量 力ロリー

l3A o.27ri,h 3,000kcal,h(3 5kw,

026ボ ′h 3■ 00kcal/h(3 6kw)LP
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L型
1本 3,200に 1/h
(3 7kw)

¬

|
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コ
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M型
lZヽ 1 300kcl/h
(1 5kw)

ハイパワー・コンロ型
ハ
イ
パ
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9本立

(注 )必ず五徳と下枠の間にリングを
セットしてご使用下さい。

力ロ リー 外 径 奥  行 高  さ

9本立 27.000kcarh(31 4kw) 200mm 510mm 135mm

10本立 30.000kcarh(35 0kw) 280mm 560mm 140mm

12本立 36,000kcal′ h(42 0kw) 280mm 560mm 140mm

15本立 45,000kcarh(28 0kw) 280mm 560mm 140mm

ハイパワー

ユニジェット

特
　
長

1抜群の強火力=1本で3000kcal/h(35kw)
2.安定した炎=逆火、リフティングの心配なし
3耐久性も抜群=強火力に耐えうる耐熱構造
4どんなガスでもOK=ノ ズル交換のみの
ユニバーサル方式

5セ ットも自在=必要本数に応じたセットも
可能(金土型のみ)

途用

●大型煮炊釜

●大型スープナベ用

●災害時炊出し用

●力二ゆでナベ用

●大型麺ゆでナベ用

●大型煮沸用他

釜
土
型

●日本そば釜土

●フライヤー

●各種乾燥機

●各種加熱炉

●大型調理釜土

●ポイラー

●各種食品調理機

●各種焼物機他

警

圧憂国

15本立

機

李

〇
〇

一



時代が変わっても変わらないサントクの炎

T

常に安定した。強い入力は
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骰診鳥酪ゝ農濾鰺肘鵞楊鰺:力轟サン訳力5、
とだわつて監颯鼈けた自慢の炎 ]

kca:/

四角い炎はなめらかに! 丸い炎は激しく!
意外に優しいその炎は、意外に強い火力

を秘めていますc,骨 らかなラインの隙間

から吹き出すその炎は釜上の火そのものこ

幾つも開いた穴からの炎は、見た目どお

りの激しくて強い炎こ烈火のごときその

炎も、やはり同じ釜上の火〔
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このみによって、業種によって、選んでいただける2タイプご丸
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同型で2バリエーション。形は違っても同じ火力のマルチバーナー。

〈2タイプ共通の特長〉
釜土専用タイプ

●高い熱高率……真直ぐ伸びる安定した炎

●各種ガスで完全燃焼……2段式空気混合

●目詰り掃除も簡単 l・……バーナーヘッド方式

●組立セットは自由自在……用途も豊富

注)火力調整・ON・ OF方式とろ火は使用できません。

●12ド組//9,000kca1/h

(31 5kw)

●2本組/18,000kcal/h
(zr.ot<w)

C)1本組//9,000kcalノ h

(ro.st<w)

.5kw(31

21.Okw)]

(10.5kw

や■
・　
ヽ

〈丸
火
皿
〉

〈角
火
皿
〉

105

∞
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一
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●3本紺ユ′/27,1 00kca1/h

●2本組′/18,000kca:/h

●3本組/27,1 00kca1/h

●外形寸法図 0
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(本体〉 〈換吸器〉 (本体〉 〈換吸器〉

用 途 ●日本そば釜土 ●各種ゆで麺器 ●各種加熱炉 ●大型煮炊釜土 ●製飴釜土 ●各種食品加工機 ●焼物機 ●各種乾燥機等
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特許出願済1」「コヽヨ
軽食調理加熱用

新開発
省スペースでハイパワー!!
″馬万ワ霧:のし力発影〕

夕′2ター〃コン/1タハ′  小型ながら    |||

瑕麒実力 |
●
―

●
■
●

●
■
●
●
●

●自動点火でパイロ

●目づまり

0スナック、喫茶店、レストラン、
ドライブイン等のオープンカ

ウンターでの調理加熱用に

・食堂、弁当仕出屋、給食セン

ター等補助レンジとして
0井物調理用レンジとしての使
用も可能

駐エコ
′

注)火力調整・ON・ OF方式
とろ火は使用できません。

● 喘
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J台フル稼働 τ
大量左文′ご″応ιま′

K-500

フノ″1蒻r輝〃τ

K-700

○ ○ ○

０
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■
Ｕ

間口 奥行 高さ
寸法(%)

700 570 160
バーナー 糸勺3,500kca1/h(4 1kw)× 5

LP 13A
ガス接続

9.5ワ′4 13%

間口 奥行 高さ

930 570 」60
バーナー 糸勺3,500kcal/h(4 1kw)× 7

ガス接続
LP 」3A
9.5り′4 13%

19
匙当色』叢ポし コK]株 式会社 東京・桑名
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部品名称図

ゴトク 220φ

燃焼板

つゆ受皿

天板

自動点火コック

気化管

ノズル本体 (チップ付 )
ジョイント

コックツマミ 自動点火パイロット

K‐500

寸法(%)
間 口 高さ

700 570 160

バーナー 約3,500kcalア h(4 1kw)× 5

カス接続
LP 13A

95 13

間 回 奥行 高さ

930 570 160

バーナー 約3,500kcal/h(4 1kw)× 7

ガス接続
LP 13A

95 13

寸法(%)

K口700
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FG‐ 1用下枠 TC口9用下枠

兼用=TC・ 1

TC‐ 15用下枠
310

兼用=TC… 9J′ FC‐ 2′ FC‐ 3S

240

兼用=SC中 lP

SC=1躍下粋

〓

‥
〓

陶
ド

』

FG口 1用ゴトク TC‐ 15用平ゴトク

兼用=TC‐ 1 FC‐3

TC‐9用平ゴトタ TC,1

=FC‐ 2

130

330

兼用=TC‐ 9J′ FC‐ 2′ FC‐35

TCコ9用立ゴトタ TC‐ 15用特立ゴトク

=TCⅡ l
415

TC口9用気化管

TO・ 12用気化管

TO‐ 15用気化管

計
３５

詳
４０

高 さ30

TCB′TCR
兼用

280

TCB′TCR
兼用

TCB′TCR
兼用

TCB′TCR
兼用

ネジ2
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り́るネジ
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FG型換限器 (ステンレス製) 鵬遷壼
==

A% Bワ.4 C% Dワう

FG-1 ネジ付%吋 64 25 33 27 FG-3(内 )兼用

FG-2 ネジ付 1吋 64 30 33 27
FG-3(外 )兼用
FG-4(内 )

FG-4 ネジ付 1吋 64 30 33 27 穴付 (外 )

FGB-1 ネジ付%吋 64 275 42 18 FGB-3(内 )兼用

FGB-2 ネジ付 1吋 64 34 40 24 FGB‐3(外 )兼用

FGB-4 ネジ付 1吋 64 34 40 24 穴付

FGR-1 ネジなし%吋 64 275 32 18

FGR‐2 ネジなし1吋 64 34 30 24

一　
　

　

一

Ｊ
Ⅷ

>

――

国

ｕ

A型メインコック B型メインコック SO型メインコック ‐AO型メインコック
(TG型 、ハイパワー使用 ) IFG-3.4型 、FGB-3.4型 使用 ) (SG‐ 2使用) (AG‐ 2、 AG-2S使用 )

1/
2 1′

2 1ク 々 1/″

β
１，泊

慇
18

∞

ロヨ盟コ■ l轟回璽口|

(SG-1、 AG-1使用) (SG‐ lP、 AP‐ lP、 FG‐ 1使用)   (FG-2用 ) (TGR、マルチ、ハイパワー特殊型使用)

，′る
■
慇 1タ 1% %

鑢

“

(各器種共通 ) (AC-2S、 AG-2使用)

１′ね

挙

　

Ｌ
一
薦門
巳

１′ん 2002=FG-1、 FG-2以 外のコンロ型
225ι ==FG-1

300ι :==FG-2

400ι 、6002=各種釜土型

親子コック

Pコック Pコ ック バイロット各種

書器種火皿比較

SG型火皿

E極彊
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ホースコック

匝理奥回 マルチ大皿





ユニバーサル・コンロ SG-2

①当器具銘板の表示ガス(ガスグループ)と こ使用になるガスと同一
であることをこ確認の上、設置して下さい。

O正三コ 銘板は器具の混合管部分に貼付してあります。

Q三三ロ ガス種が異なる時は、ご使用にならずに器具をお取替えドさい。

`「

lTTlプ ロバンガス (LP)ご使用の時は、ガス圧表示 (注 1)に従っ~~|て
低圧の範囲内にてご使用下さい。

(211壁等が可燃性の場合 (断熱材使用の場合も)周囲の可燃物より20cm
以上離して設置 して下さい。

③床面は不燃構造とすること。

④ゴム管の接続は正しく奥まで差込み、ゴム管止めにてシッカリ固
定して下さい。

Q正三∃
‐
JISマーク』のゴム管 (ガス用)を ご使用下さい。

0可rコ 折れやねじれ、り|っ張り等ないよう必要限度の長さでご使用下さい。
●可≡扇ゴム管の大さは、器具ゴム管日の大さと同一のものをご使用下さい。

⑤バーナー本体が金枠に正しくセットされているかこ確認下さい。

0可rT¬ 炎II部が取外し可能な火I‖l形状にな~~~´
っておりますので、火‖‖が正しくバ
ーナー本体にセットされていること
をご確認ドさい。

●可Iョ 火nlLは歯型状の切り込み日のある方~==~を
下側にして、バーナー本体にセッ
トするのが正しいセット方法です。

使用上の注意

取扱注意書

この商品は
業務用です

,
日

①こ使用前の確認と準備を正しく
行つて下さい。

o可TT:バーナー本体、人皿が正し~く
セットされているかご確
認ドさい_

o可主
~¬
ゴム管のオ′κ統状態に異常が

'===~|ないかご確認 lヾ さい。

0可≡¬ 器具のガスコックが閉じて~~~い
ることを確認の L.ソしコ
ックを開けてドさい。

田

0点人はマ
メインバ

ッチ等で、パイロットバーナー (種火)に点大してから、
一ナーに着火させて下さい。

Q□王Eそ
千ζ(t―
ナーヘの若火時は調理に使用する鍋等を載せて行っ

0可≡ア1初めて使F‖する時、しばらく使用しなかった時等にはゴム管内~の
空気が入っておりますので、空気抜きの為に点火装作を繰返
してドさい。

0511¬ コンロ
'11で
の使用 1ヽ胴鍋 1ヽ法 はゴトク外径 lヽ法フラス30nml

までの鍋をご使用 ドさい。

3空気調整は固定式ですので、日常の空気調整は行えません。
従つて最初の器具設置時に点火テス トを行つて下さい。

Q彊三∃ 炎が飛んで着火しにくい場合や、炎の先端に黄色の炎がでる時
は、バーナー混合管下側の不ジをゆるめ、前後に調整した上で、
不ジで固定してドさい。

‐ r´
~

Eコ  ロ

設置上の注意

器具の異常と対処方法
サントクの商品は業務用として設計されておりますので :
普通の家庭用コンロより火力が強力です〃この事を常に |
意識していただき、調理中にその場を離れたり、お子様 |
に使用させたりするのは危険ですので止めて下さい。  |

④日常使用時に、炎の状態に変化が起きてきた時は「点検・お手入
れの注意」に従つて、点検。お手入れを行つて下さい。

⑤こ使用中は、危険ですので器具のそばを離れないで下さい。

③こ使用中、及び直後は器具の温度が高くなりますので、ガスコッ
ク以外は触れないで下さい。

(10狭い部屋、締め切った部屋でのこ使用や長時間のこ使用時には必
ず部屋の換気が必要です。時々窓を開けたり、換気扇を回して換
気を行つて下さい。尚、窓のない部屋には必ず換気口を設けて下
さい。

③消火時はバーナーコックを完全に閉じ、必ず消火を確認し、使用
後は必ずガスの元コックも閉めて下さい。

①点検。お手入れは、器具が充分に冷えてから行つて下さい。

②点検。お手入れは、定期的に行つて下さい。

Q三≡□火皿部分のお手入れ |:I:■週間:[■回K:II:::::|
Q□三
=]混
合管部分、ノズルのお手入れIII三:五圧::i■:口IKI壼 :I:

◎ゴム管が古くなつてひび割れたり、折れ曲がつたり、器具に触れ
ていたりしていないか。元コックやゴム管口に充分に差込まれて
いるか、時折点検して下さい。

考えられる原因こんな異常の時 対処方法

日常の点検・お手入れの注意

前管からの
ガスもれ

グリスの消耗

コックからの
ガスもれ

コックの柄子の
下のネジのゆるみ

販売店へ連絡を

グリスを補充

ネジを締める

混合管
内部の掃除

ノズルの掃除

炎口部分の掃除 |

づ
い
レ
内
れ
管
ぼ
入
口
こ
混
煮 り

ガスもれ
及びヽ 引火状態

混合管部分
よりの

ノズルの
目づまり等

火皿の炎日部分の
煮こぼれ、日づまり

炎のばらつき
燃焼状態

古
て
が
し
皿
耗
火
磨

て

た
つ
　
つ

な

ま

く

し 取り替えが必要

28

ていただい





」 |

ハイパワーバーナー
コンロ型   1亜本

=]
12本立 15本立

9本立 12本立

①こ使用前の確認と準備を正しく
行つて下さい。

ゴム管のオ′人続状態に異常が
ないかご]:1年認下さい。

0可Iヨ 器具のガスコックが閉じて~い
ることを確認の上、元コ
ックを開けて下さい。

12点火はマッチ等で、メインバーナーに着火させて下さい。

錘 ョ

=千

ζボ
ーナーヘの着大時ま調理に使用する鍋等を載せて行っ

o,Ell初めてft‖ lす る時、しばらく使用lし なかった時等にはゴム竹内~~の
空気が入ってお |)ま すので、空気1・貶きの為に点火装作を操返
してドさい。

O空気調整は固定式ですので、日常の空気調整は行えません。従っ
て最初の器具設置時に点火テストを行つて下さい。

0爾
「「

炎が飛んで着火しにくい場合や先端によ色い炎が出る場合は、~供
給ガスの圧力や供給量、ガス種を再度チェックし、正しいガ
スの供給状態を確保して下さい。

爾可
=ヨ
火力の調整は原則として弱火等は出来ません=基本的にはメイ~~|ン
コックを全開か、i肯すかのどちらかで弱火状態を5～ 10分以
上続けますと、炎|1部分等にススがたまりますので充分ご注意
下さい.

④日常使用時に、炎の状態に変化が起きてきた時は「点検 。お手入
れの注意」に従つて、点検・お手入れを行って下さい。

0こ使用中は、危険ですので器具のそばを離れないで下さい。
||1161こ使用中、及び直後は器具の温度が高くなりますので、ガスコツ
ク以外は触れないで下さい。

②狭い部屋、締め切つた部屋でのこ使用や長時間のこ使用時には必
ず部屋の換気が必要です。時々窓を開けたり、換気扇を回して換
気を行つて下さい。尚、窓のない部屋には必ず換気口を設けて下
さい。

0消火時はバーナーコックを完全に閉じ、必ず消火を確認し、使用
後は必ずガスの元コックも閉めて下さい。

119'Iパイロット(種火)付の器種は、パイロット(種火)の点火確認をし、メ
インバーナー着火確認後こ使用下さい。

⑩コンロ型での使用寸胴鍋寸法はゴトク外径寸法プラス30mmま で
の鍋をこ使用下さい。

30

|サントクの商品は業務用として設計されておりますので |

:1普通の家庭用コンロより火力が強力です″この事を常に 1

1意識していただき、調理中にその場を離れたり、お子様 |

|に使用させたりするのは危険ですので止めて下さtヽ。  i
一型
一
一殊
一
一彙
エ
□

設置上の注意

設置上の不明な点がございましたら販売店か

直接当社までお問合せ下さい^

①点検。お手入れは、器具が充分に冷えてから行つて下さい。
②点検。お手入れは、定期的に行つて下さい。

Q正三□ 炎「I部のHづまり掃除
Q=三コ ノズルチップの目づま

:~~百肴手雨:=苺百てらい
~~|

り掃除「
~二
週間正三画てちtT~~|

0ゴム管が古くなつてひび割れたり、折れ曲がったり、器具に触れてい
たりしていないか。元コックやゴム管口に充分に差込まれているか、
時折点検して下さい。

||141111バーナー本体の周囲にたまった煮こばれ汚れは、常に早めに除去し
て下さい。気化管が腐蝕しやすくなり、ガスもれの原因にもなりま
す。

15'

取扱注意書
この商品は
業務用です

■
■
■

■

設置上の注意

①当器具銘板の表示ガス(ガスグループ)と こ使用になるガスと同一
であることをご確認の上、設置して下さい。

Q互≡]銘板は器具の混合管部分に貼付してあります。
電王≡コガス種が異なる時は、ご使用にならずに器具をお取替え下さい。

●覇函¬プロバンガス (LP)ご使用の時は、ガス圧表示 (注 1)に従っ~て
低圧の範囲内にてご使用下さい。

11112111当 器種は釜土型タイプです。必ず
不燃構造のステンレス製釜土、又
は耐大モルタル製釜土等の中に
セットしてこ使用下さい。尚、バー
ナーヘッドから鍋底までの空間寸
法は下記の通りです。
この範囲内で設置して下さい。

ユニジェットL型釜土型

ユニジェットM型釜土型

(3)釜土の中の燃焼室部分は給排気が
充分にとれる構造 (出来ればバー
ナーを置く底部は、下からの空気
の流通が充分とれる開放構造)で
バーナーのコック部分は釜土の外
に出るよう設置して下さい。

)\l tla
釜土型

…………… ・  ̈・―・ ・100～ 1 20mm

12壁等が可燃性の場合 (断熱材使
用の場合も)周囲の可燃物より
20cm以上離して設置して下さい。

3床面は不燃構造とすること。

―̈ ¨̈ ―̈・̈ ¨̈・…・̈ ¨̈ 50～ 70mm

匡
=ヨ

|●バーナー本体が金枠に正しくセットされ、
ゴトクが金枠にズレないようセットされて
いるかこ確認下さい。

QEEI]ゴ トクを外して全枠、及びバーナー
に鍋等を直接載せてのご使用は、
絶対に行わないで下さい_

Q正三
=ノ
ズル(立っているバーナー部分)
は同く締めすぎず、半回転程ゆる
めた状態でセントしてご使用 ドさい。
掃除の際の取外しが楽ですし、

｀
ト

1可転程度ではガスもれの心配はあ
りません

④バーナーの全長の変更、
あるいは途中を曲げた
りの配管変更は可能で
す。但し、その際のパイ
プ取替え等の工事では、
接続等からのガスもれ
が起きないようガス止
接着には充分注意して
下さい。

・5ゴム管の接続は正しく奥まで差込み、コム管止めにてシッカリ固定して
下さい。

q圧正三I]「JISマ ーク」のユム管 (ガス用)を こ使用 ドさい

Q正三互 折れやねじれ、引っ張り等ないよう必要限度の長さでご使用 ド
さい

=

Q正三王 ゴム管の大さは、器具ゴム管 |」の大さと同一のものをご使用下
さい,

16ガス管等にての直接の接続は、ガスエ事業者に依頼して行つて下さい。

|'このタイプの炎口は煮こぼれ等により目づまりしやすいタイプです。
上からの煮こぼれが直接炎口に落ちない構造の釜土のみにて、設置こ
使用下さい。
煮こばれにより、簡単に燃焼不良を生じ危険ですから、くれぐれもこ注意
下さい。

使用上の注意

日常の点検。お手入れの注意

器具の異常と対処方法

考えられる原因

気イし管、ジョイント、
前管からの
ガスもれ

グリスの消耗
からの
れ

ク

も
ツ
ス

コ

ガ コックの柄■の
下のネジのゆるみ

炎
者
‖部分の
こぼオt、 日づまり

炎のばらつき燃焼
や炎口部分に
ススがたまる

ノズルチップの
煮こぼれ、日づまり

燃焼不良
コンロの周囲を
円つたりして
空気が流れない

ネジを締める

炎口部分を
金ブラシで婦除

コンロの周囲に
空気の流通路を
常時確保する

販売店へ連絡を

ノズルチップを
細い針金等で掃除

対処方法こんな異常の時

ご使用中にご不審な点がございましたら直ちに使用を中止し、
点検をしていただいた上で、1販売店か当社までご連絡下さし、

釜 土 型

ハイιヾワーコンロ型」

ヽ
引ツ
′

だ
ヽ
ど

コ≧口型墨

田

グリスを補充
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